















































































































































れた時期が最も遅い 年 月 日であり、 番目の鳥取県の 月 日とは ヶ月半の

























































１. 盛岡市 ２. 陸前高田市 
３. 大船渡市 ４. 釜石市 









(業種          ) 
(居住市町村で勤務・それ以外で勤務) 
２. 自営業（農業も含む） ３. 学生 
４．無職 ５．その他（         ） 
年 齢 
１. 10代・20代 ２. 30代 ３. 40代 
４. 50代 ５. 60代 ６. 70代以上 
同居のご家族 
(あなたを含む) 
６５歳以上 （    ）人 要介護者 （     ）人 
１．1人 ２．2人 ３．3人 ４．4人 
５．5人 ６．6人 ７．7人以上  
 年収（世帯全体） 
１．100万円未満 ２．100～199万円 ３．200～399万円 
４．400～699万円 ５．700～999万円 ６．1,000万円以上 
東日本大震災の被
災経験 
    














主な目的（      








         ） 
インフルエンザ予
防接種 
  接種済・未接種 
  （今年度） 
 接種済・未接種 
  （昨年度） 
 
  その他 
現住居での居住年数（    年） 基礎疾患  有 ・ 無 
自動車   有 ・ 無 眼鏡   着用 ・ 未着用 
通院  週 1回以下・週 2回以上 運動  週 1回以下・週 2回以上 
以下の問いについて、令和 年 月あたりまでのあなたの気持ちや考えなどをお聞きいたします。
問３ 令和 年 月初旬に、横浜港に入港し停泊していた大型国際クルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス」で感染拡大がありま
したが、このことはあなたの感染防止行為に影響を与えましたか。
１．与えなかった ２．少し与えた ３．強く与えた






























１．全く思わなかった ２．あまり思わなかった ３．どちらとも言えない ４．少し思った ５．とても思った
問 岩手県内では感染者が 月から 月まで微増していきますが、県やテレビ等からの感染者情報について、ど
のように感じましたか。
１．全く足りない ２．少し足りない ３．ちょうどよい ４．少し多い ５．多すぎる
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問 国の緊急経済対策として中小企業の資金繰り対策、特別定額給付金（ 人 万円給付）、持続化給付金、雇用調整助
成金、家賃支援給付金、 キャンペーンなどが実施されていますが、その規模についてどう思いますか。
１．全く足りない ２．少し足りない ３．ちょうどよい ４．少し多い ５．多すぎる
問 居住県・市町村は感染拡大の実状や危険性を適切に把握し、合理的に対策を講じていると思う。










































































































１．全く思わなかった ２．あまり思わなかった ３．どちらとも言えない ４．少し思った ５．とても思った
問 岩手県の感染者数は 月まで全国で最少でしたが、この主な要因は何であると思いますか。
問 新型コロナの終息後に、居住地域・地区の生活環境は感染拡大前よりも良くなると思う。
１．全く思わない ２．あまり思わない ３．どちらとも言えない ４．少し思う ５．とても思う


































































































































































































































































































































































問 あなたが住んでいる町の町内会 自治会 の変化に不安を感じますか。
１．不安感が非常に
強い
















２不安感が強い ３．仕方がないと思う ４．安心感がある ５．非常に安心感が
ある
問 問 、問 などにおける地域活動の変化による、現在の居住地の「まとまり きずな 」をどのようにとらえていますか。











１．全く思わなかった ２．あまり思わなかった ３．どちらとも言えない ４．少し思った ５．とても思った
問 感染して、自分や家族についていろいろと調べられてしまうことが怖いと思った。
１．全く思わなかった ２．あまり思わなかった ３．どちらとも言えない ４．少し思った ５．とても思った
問 自分が感染したら、地域の人に責められてしまうと思った。
１．全く思わなかった ２．あまり思わなかった ３．どちらとも言えない ４．少し思った ５．とても思った
問 感染防止のために、不便なことがあっても我慢するべきだと思った。
１．全く思わなかった ２．あまり思わなかった ３．どちらとも言えない ４．少し思った ５．とても思った
問 自分が感染したら、仕事などで会う人に責められてしまうと思った。
１．全く思わなかった ２．あまり思わなかった ３．どちらとも言えない ４．少し思った ５．とても思った
問 地域での感染者を出したくないと思った。
１．全く思わなかった ２．あまり思わなかった ３．どちらとも言えない ４．少し思った ５．とても思った
問 感染防止のために言われていることは、みんなが守るべきルールであると思った。
１．全く思わなかった ２．あまり思わなかった ３．どちらとも言えない ４．少し思った ５．とても思った
問 感染して、自分や家族についていろいろとうわさされてしまうことが怖いと思った。























の変化を聞いている（問 、問 、問 、問 ）。②回答者の感染防止行為の内容を詳細
に聞いている（問 、問 、問 、問 、問 、問 、問 ～問 ）。③感染防止行為




































































次に、配布期間は （令和 ）年 月 日～同年 月 日である。その詳細は、盛岡
市で 月 日～ 日、岩手沿岸で 月 日～ 日、同月 日～ 日、 月 日～
























日、仙台市で 月 日～ 日、宮城沿岸で 月 日～ 月 日、 月 日～ 日である。
次に、調査票の回収方法は郵送のみ（後納扱い）とし、 年 月 日消印までを有効
とした。







は、回答者数と理解していただいてよい。問 は既述のとおりであり、問 － などの自由
記述は記載していない。

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































盛岡市 ％ 宮城沿岸 ％ 仙台市 ％
次いで、問 （県知事による「 密」回避等の呼びかけ）や問 （居住県・市町村は合理
的な対策を講じている）をみると、岩手沿岸はポジティブな評価で最も高い。問 における
「強く与えた」は岩手沿岸 ％（「少し与えた」 ％）、盛岡市 ％（同 ％）、
宮城沿岸 ％、仙台市 ％である。また、問 における「少し思う」と「とても思
う」は岩手沿岸 ％、盛岡市 ％、宮城沿岸 ％、仙台市 ％である。



















問 や問 との関連から、問 （感染防止行為を最も徹底していた時期）に進んで分
析しておく。回答者が「〇（マル）」をつけた数をみると、 人当たり（平均）で岩手沿岸は
個（回答者 ）、盛岡市は 個（同 ）、宮城沿岸は 個（同 ）うち石巻市は
個（同 ）、仙台市は 個（同 ）である。後述の問 とも相関するが、 つのエ
リアで目立った相違はない。年齢 ～ 代に限定してみると（年齢と一致する回答のみ処
理）、岩手沿岸は 個、盛岡市は 個で、若年層の方が徹底していることになる。全回





数をみると、 人当たり（平均）で岩手沿岸は 個（回答者 ）、盛岡市は 個（同







岩手沿岸 盛岡市 宮城沿岸 仙台市
「 密」回避 ％ ％ ％ ％
つの基本 ％ ％ ％ ％
不要不急の外出等の自粛 ％ ％ ％ ％
なお、問 （不要不急の外出をさける）では「非常に当てはまる」、「少し当てはまる」の
回答割合は岩手沿岸 ％（「非常に当てはまる」 ％）、盛岡市 ％（同 ％）、
宮城沿岸 ％（同 ％）、仙台市 ％（同 ％）で、岩手沿岸が最多である。年
齢 ～ 代に限定すると（年齢と一致する回答のみ処理）、盛岡市の ％（「非常に当て
はまる」 ％）に対して、岩手沿岸は ％（同 ％）に及び、若年層のインパクト
がより大きい。
次に、問 （大震災経験は、感染防止行為等に役立った）に進む。「非常に当てはまる」





































の回答割合は岩手沿岸 ％（「非常に当てはまる」 ％）、盛岡市 ％（同 ％）、
宮城沿岸 ％（同 ％）うち石巻市 ％（同 ％）、仙台市 ％（ ％）で
ある。ここから沿岸と都市で鮮明に分かれ、後者では半数以上の方がポジティブな評価とな
っている。これに対して、「全く当てはまらない」、「あまり当てはまらない」の回答割合は





回答可）で何に回答しているかを分析すると、岩手沿岸 人の回答数 のうち「 月～
月」は 、「 月～ 月」は 、「 月～ 月」は 、「 月～ 月」は 、「 月～ 月」
は （ ％）である。同様に、盛岡市 人の回答数 をみると、順に 、 、 、











岩手沿岸 盛岡市 宮城沿岸 仙台市
別居の子ども等に会うこと ％ ％ ％ ％
旅行・会食 ％ ％ ％ ％
友人・同僚等との交流 ％ ％ ％ ％
なお、災害公営住宅の入居者のうち「コミュニティ活動」を回答した割合は岩手沿岸 ％
（一般住宅 ％）、宮城沿岸 ％（同 ％）である。それぞれの最多が別居する子ど
も等に会うこと ％、友人・同僚等との交流 ％であることから、コミュニティ活動
にはそれほど不自由を感じていないことが示唆される。
問 ～問 は特徴的な回答傾向がみられる。まず、問 （「 トラベル」等の利用）




いる」の割合は岩手沿岸 ％、盛岡市 ％、宮城沿岸 ％（石巻市 ％）、仙台市
％である。問 （感染症検査手続・体制や感染者療養体制等を知っている）における
「非常に当てはまる」、「少し当てはまる」の割合は岩手沿岸 ％、盛岡市 ％、宮城





問 や問 等と関連する問 の回答結果を整理すると、やはり岩手沿岸の方の感染防
止行為の徹底さが示唆される（表 ）。
表 問 感染したかもと強く思った出来事の経験
岩手沿岸 盛岡市 宮城沿岸 仙台市
経験なし ％ ％ ％ ％




回るのが岩手沿岸だけであり、厳しい心理が垣間見られる（前 つ ％、後 つ ％）。
問 （他県・市町村からひとは来なくてよい）における「とても思った」の回答割合は岩手
沿岸 ％、盛岡市 ％、宮城沿岸 ％、仙台市 ％であり、「少し思った」のそ













％（ ％、 ％）に対して災害公営住宅 ％（ ％、 ％）、宮城沿岸で一











岩手沿岸 盛岡市 宮城沿岸 仙台市
全く思わない ％ ％ ％（石巻市 ％） ％
あまり思わない ％ ％ ％（ ％） ％













器用さ、世間体を意識する） （ ％）、 等の検査の少なさや方法 （ ％）、感染
予防策の徹底（企業・自治体の諸対応、初の感染者にならないプレッシャーを含む）
（ ％）である。なお、盛岡市で 等の検査の少なさや方法と回答した 人が問 と
問 で何を回答したかをみると、問 で「同じくらいであった」が （ ％）、「少し
緩んでいた」が （ ％）、「かなり緩んでいた」が である。問 で「同じくらいであ



























きる点にある。第二の特徴としては、新型コロナ流行前（ 年 月あたり）から 年
月・ 月の回答時までの数値の伸びはエリアごとでかなり異なる。第三の特徴は、盛岡市
の「最近 ヶ月」の数値が、 つの設問で最高となっており、特定の感染防止行為が最も徹




















































ると、岩手沿岸は ％、盛岡市は ％、宮城沿岸は ％、仙台市は ％である。
ここからコロナ禍の影響はとくに岩手、宮城の両沿岸部で大きいといえる。
表 問 居住地の町内会活動の程度
岩手沿岸 盛岡市 宮城沿岸 仙台市
全く活動していない ％ ％ ％ ％
活動の機会が減った ％ ％ ％ ％
次に、問 （町内会の変化に不安を感じるか）における「不安感が非常に強い」、「不安感
が強い」の回答割合をみると、岩手沿岸は ％（災害公営住宅 ％）、盛岡市は ％、






％）、盛岡市 ％（同 ％）、宮城沿岸 ％（同 ％）、仙台市 ％（ ％）
である。神事、祭り等になると、いずれのエリアでも影響はさらに大きく及んでいる。
問 では問 と同様に、変化に不安を感じるかを聞いている。「不安感が非常に強い」、
「不安感が強い」の回答割合は岩手沿岸 ％（災害公営住宅 ％）、盛岡市 ％、




の回答割合をみると、岩手沿岸は ％（「非常に低下した」 ％）、盛岡市は ％（同










岩手沿岸 盛岡市 宮城沿岸 仙台市
元のように戻る ％（ ％） ％ ％（ ％） ％









を最も徹底していた時期）で 人当たり「○（マル）」を つあるいは つつけた回答者、
すなわち、感染防止行為を長期にわたり徹底している人が問 （居住地域は新型コロナ終
息後により良くなる）、問 で何を回答しているかをみた。岩手沿岸（回答数 ）は問
では「全く・あまり思わない」 （ ％）、「とても・少し思う」 （ ％）、「どちらと
も言えない」 、無回答 、盛岡市（回答数 ）は順に、 （ ％）、 （ ％）、 、
である。また、岩手沿岸は問 では「元のような地域活動に戻らない」 （ ％）、「元
のような地域活動に戻る」 （ ％）、「どちらとも言えない」 、無回答 、盛岡市は順

























問 ～問 では 年 月から同年 月あたりまでの回答者の心理（気持ちや考え方
あるいは価値観）を聞いている。この点はこれまでの設問で散発的に明らかにされているが、





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































～ 代の若年層に絞って問 の回答（回答数 ）をみると、「元に戻る」の ％（同





















































































向から否定する」と報じる。なお、 年 月 日現在、岩手県は 検査実施人数で








































































































インパクトを与えたのかもしれない。国は 年 月 日、県をまたぐ移動の自粛要請
を 日から全面的に解除することを決定する一方で、知事は 月末まで、観光に関して




























日本経済新聞社主催「第 回日経・ 感染症会議」（ 年 月 日・ 日）尾身茂報告など、一般財
団法人アジア・パシフィック・イニシアティブ（ ）第 章など、『週刊東洋経済』 年 月 日
号・「特集 コロナ徹底検証」 。安倍晋三首相さえも 年 月 日夕方の記者会見で「日本






『防災白書 年度版』・「特集 共助による地域防災力の強化」第 章 など。
吉野編著（ ）は岩手県、宮城県、福島県における集合住宅形式の大型災害公営住宅の入居者を対象
に、生活状況および近隣関係や相互互助関係の状況と復興感や団地生活満足度に関するアンケート調査を





サイト」欄 （最終閲覧 年 月 日）
後述の相関をあらわす表において問 はクルーズ船、問 は緊急宣言、問 は第一波、問 は第二波、
問 初感染、問 は知事呼びかけ、問 はイベント中止、問 は岩手初イヤ、問 は県の対応知ってい
る、問 は自粛疲れ無い、問 は感染自業自得、問 は他県の人来るな、と略記している。また、問
～問 は設問の性格から、問 と問 は合わせて地域保護、問 と問 は合わせて規範意識、問
と問 は合わせて調査不安、問 と問 は合わせて非難恐れ、としている。そのうえで、問 、問
、問 、問 は地域平穏維持、問 、問 、問 、問 は特定・非難恐れ、という大項目に含めて
いる。
一般財団法人アジア・パシフィック・イニシアティブ（ ） など。





朝日新聞 年 月 日付（電子配信版）など。










研究所『医療白書 年度版』、日本医療企画、 — ）





金井利之（ ）「排除の行政学― 対策と国・自治体の姿勢―」（『都市問題』 号




















坂井博通（ ）「日本におけるコロナ禍の社会心理」（武見基金 — 有識者会議ホーム
ページ・月別アーカイブ欄







（最終閲覧 年 月 日）
消防庁国民保護・防災部防災課（ ）「災害対応能力と地域コミュニティの基盤・機能に関す
る検討会 報告書」
（最終閲覧 年 月 日）
「特集 コロナ徹底検証」（『週刊東洋経済』第 号（ 年 月 日号）、東洋経済新報
社、 ）
内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室・「感染リスクが高まる『 つの場面』感染拡大
防止特設サイト」欄 （最終閲覧 年 月 日）
内閣府ホームページ・防災白書欄 （最終閲
覧 年 月 日）
日本経済新聞社主催「第 回日経・ 感染症会議」（ 年 月 日・ 日）、オンライン参
加者に対する配布資料




（ ）”Japan’s Voluntary Lockdown”（
、 、 年 月、
（一般財団法人キャノングローバル戦略研究所））
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Factors Contributing to Zero COVID-19 Infections







2. Completion of the questionnaire survey
3. Implications of the survey results for regional revitalization
4. Conclusion
Summary
When COVID-19 infections spread, attention tends to focus on factors such as the 
following: the degree of increase in the number of infected cases, severe cases, and deaths;
the outbreak area and age group; and the source of infection. However, our fundamental 
policy challenge is to prevent infections. This study focuses on the fact that Iwate prefecture, 
despite having been hit by the COVID-19 pandemic in the middle of its recovery from the 
Great East Japan Earthquake, confirmed its first infection much later than any other 
prefecture in Japan and yet the reasons for this are unknown. We conducted a survey of 
local residents to learn about the extent and nature of their infection prevention behaviors so 
that the information can be utilized for future infectious disease measures, health promotion, 
and the revitalization of regional livelihoods.
The most significant factor behind zero infections in Iwate was the thorough infection 
prevention behaviors of individuals over an extend period of time, backed up by the strong 
manifestation of the thinking and behavioral tendencies of those living in the coastal areas 
of Iwate. One infection prevention behavior that was considered particularly important was 
refraining from going out (direct factor), and this can be best explained by the point made 
above. Additionally, basic behaviors such as wearing masks on a daily basis had been widely 
observed since before the spread of infection. Trust in the public sector was also high 
(indirect factor), which had a considerable impact on the infection prevention behaviors. 
There was an increased awareness of one’s own behaviors as well as the community at 
large, and people who acted on their words were more likely to have a brighter outlook for 
the local living environment.
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As mentioned above, we need to consider post-COVID-19 infectious disease measures 
and health promotion as well as the revitalization of local livelihoods from the perspective of 
good public health. In light of this, measures are needed to instill a suitable degree of fear 
of infectious diseases based on the information provided by national and local governments 
as regional and local residents enforce basic infection prevention behaviors—all while 
reducing the stress that comes with this. Efforts must be made to promote the autonomy 
and uniqueness of individuals and regions while partnering with local governments to 
improve people and the community in terms of safety and security, make more effective use 
of mainly indoor space, and steadily tackle the big challenges associated with regional 
revitalization. At the same time, the most important policy challenge will be building a 
system for sustainable activities, that emphasize the recovery from the Great East Japan 
Earthquake as well, based on equal and collaborative relationships with entities 
(individuals, enterprises, and local governments, etc.) both inside and outside the region.
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